
航
（
矢
ヶ
部
）、
萩
野
隆
佐
（
垂
見
）

▽
銅
賞
＝
黒
田
文
夢
（
矢
留
）、
古

賀
嵩
人
（
同
）、乗
富
大
輝
（
矢
ヶ
部
）

【
５
年
生
】
▽
金
賞
＝
待
鳥
妃
南
（
昭

代
第
二
）
▽
銀
賞
＝
上
田
理
子
（
柳

河
）
▽
銅
賞
＝
野
田
扶
勇
輝
（
二
ッ

河
）、川
口
青
空
（
豊
原
）【
６
年
生
】

▽
金
賞
＝
山
川
源
太
（
藤
吉
）
▽
銀

賞
＝
廣
松
陸
（
東
宮
永
）、
田
島
幸

樹
（
豊
原
）
▽
銅
賞
＝
本
園
巧
樹
（
蒲

池
）、
中
村
空
語
（
藤
吉
）、
浦
川
萌

音
（
矢
留
）

水
辺
の
環
境
美
化
を

作
文
と
ポ
ス
タ
ー
で
表
現

　　

水
辺
の
環
境
美
化
に
関
心
を
持

っ
て
も
ら
お
う
と
、
市
内
の
小
学

生
を
対
象
に
募
集
し
た
、
河
川
浄

化
啓
発
ポ
ス
タ
ー
・
作
文
の
入
賞

者
が
決
ま
り
、
あ
め
ん
ぼ
セ
ン
タ

ー
で
11
月
８
日
、
表
彰
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
年
の
応
募
は
ポ
ス

タ
ー
に
２
５
６
点
、
作
文
に
１
０

５
点
。
各
部
門
の
入
賞
作
品
は
、

11
月
18
日
ま
で
同
セ
ン
タ
ー
２
階
、

11
月
20
日
か
ら
30
日
ま
で
西
鉄
柳

川
駅
の
改
札
内
踊
場
で
展
示
さ
れ

ま
す
。
主
な
入
賞
者
は
次
の
と
お

り
で
す
（
敬
称
略
、
カ
ッ
コ
内
は

学
校
名
と
学
年
）。

【
作
文
の
部
】
▽
一
席
＝
吉
富
友
宥

（
柳
河
５
）、
山
崎
佳
梨
（
同
６
）
▽

二
席
＝
森
竣
哉
（
東
宮
永
２
）、
野

中
利
太
（
柳
河
３
）、椛
島
海
翔
（
矢

ヶ
部
６
）
▽
三
席
＝
川
野
海
仁
（
東

宮
永
１
）、
山
田
和
彦
（
同
３
）、
河

野
亜
海
（
柳
河
４
）、立
花
優
（
城

内
５
）、
阿
津
坂
怜
皇
（
矢
留

５
）、
島
嵜
奏
（
同
５
）、
江
㟢

希
美
（
六
合
５
）、井
樋
菜
月
（
柳

河
６
）、
山
口
翔
（
矢
ヶ
部
６
）

【
ポ
ス
タ
ー
の
部
】
▽
一
席
＝

小
宮
悠
生
（
有
明
１
）、
山
口

航
（
矢
ヶ
部
４
）、
古
賀
く
る

み
（
東
宮
永
６
）
▽
二
席
＝
与

田
隼
也
（
矢
ヶ
部
１
）、
北
原

璃
弥
哉
（
同
２
）、
佐
藤
優
音

（
昭
代
第
一
４
）、江
㟢
美
穂
（
垂

見
４
）、
西
田
香
恋
（
矢
留
５
）、

山
口
翔
（
矢
ヶ
部
６
）
▽
三
席
＝

横
山
芽
樹
（
豊
原
１
）、
柿
野

賢
吾
（
東
宮
永
２
）、稗
田
温
紀
（
蒲

池
２
）、
古
賀
あ
い
の
（
城
内
３
）、

荒
巻
克
太
（
昭
代
第
二
４
）、
平
田

愛
乃
（
豊
原
４
）、竹
田
こ
と
は
（
同

５
）、
髙
山
幸
愛
（
大
和
６
）、
冨
安

巧
実
（
二
ッ
河
６
）

北
原
白
秋
顕
彰
短
歌
大
会

　
　

　

市
出
身
の
詩
聖
、
北
原
白
秋
の
功

績
を
し
の
ぶ
第
42
回
北
原
白
秋
顕

彰
短
歌
大
会
が
11
月
２
日
、
あ
め
ん

ぼ
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
ま
し
た
。
今
年

は
東
京
や
北
海
道
な
ど
全
国
か
ら

３
６
８
首
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
大
会
は
、
選
者
の
高
野
公
彦

さ
ん
を
迎
え
て
、
講
話
や
講
評
を
実

施
。
市
内
か
ら
は
、「
メ
モ
紙
に
書

き
残
こ
さ
ん
と
ペ
ン
さ
が
す
そ
の

一
瞬
に
歌
詞
の
逃
げ
た
り
」
と
詠
ん

だ
佐
田
輝
喜
さ
ん
（
明
野
）
の
作
品

が
地
賞
。「『
芋
お
っ
ち
ゃ
ん
』
と
呼

ば
る
る
夫
が
園
児
ら
に
苗
の
植
へ

方
教
へ
始
む
る
」
と
詠
ん
だ
高
橋
将

代
さ
ん
が
佳
作
に
入
り
ま
し
た
。

火
災
予
防
ポ
ス
タ
ー

入
賞
者
発
表

　　

市
内
の
小
学
生
を
対
象
に
募
集

し
た
、
防
火
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
の

入
賞
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。
今
年

は
、
５
５
０
点
の
応
募
が
あ
り
、

50
人
が
入
賞
。
入
賞
作
品
は
、
11

月
18
日
ま
で
あ
め
ん
ぼ
セ
ン
タ
ー

２
階
で
展
示
し
ま
す
。
主
な
入
賞

者
は
次
の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
、

カ
ッ
コ
内
は
学
校
名
）。

【
１
年
生
】
▽
金
賞
＝
北
村
歩
夢
（
矢

ヶ
部
）
▽
銀
賞
＝
廣
井
愛
莉
（
同
）

▽
銅
賞
＝
稗
田
真
里
（
六
合
）【
２

年
生
】
▽
金
賞
＝
境
芳
太
郎
（
豊
原
）

▽
銀
賞
＝
坂
本
虎
皇（
同
）▽
銅
賞
＝

原
㟢
有
大（
同
）【
３
年
生
】▽
金
賞
＝

平
田
健
斗
（
豊
原
）
▽
銀
賞
＝
金
子

将
希
（
二
ッ
河
）
▽
銅
賞
＝
荒
巻
凪

沙（
昭
代
第
二
）【
４
年
生
】▽
金
賞
＝

山
田
千
暁
（
矢
留
）
▽
銀
賞
＝
山
口

金賞作品【上段右】北村歩夢（矢ヶ部1）【上段左】
境芳太郎（豊原2）【中段右】平田健斗（豊原3）【中
段左】山田千暁（矢留4）【下段右】待鳥妃南（昭
代第二5）【下段左】山川源太（藤吉6）

　
第
27
回
白
秋
祭
協
賛

少
年
少
女
俳
句
大
会

　

第
27
回
白
秋
祭
協
賛
少
年
少
女

俳
句
大
会
（
同
実
行
委
員
会
主
催
）

の
表
彰
式
が
11
月
３
日
、
柳
城
中

学
校
内
の
白
秋
句
碑
前
で
催
さ
れ

ま
し
た
。
県
内
を
は
じ
め
鹿
児
島

県
や
青
森
県
な
ど
全
国
５
４
２
２

人
か
ら
、
総
数
１
万
３
１
３
７
句

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
最
高
賞
の
福

岡
県
知
事
賞
に
は
、『
五
輪
見
て
あ

き
ら
め
な
い
と
決
め
た
夏
』
と
詠

ん
だ
柳
城
中
学
校
２
年
の
亀
㟢
実

央
さ
ん
が
輝
き
ま
し
た
。
こ
の
ほ

か
の
市
内
の
主
な
入
賞
は
次
の
と

お
り
で
す
（
敬
称
略
、
カ
ッ
コ
内

は
学
校
名
と
学
年
）。

【
学
校
賞
】
▽
福
岡
県
教
育
委
員
会

賞
＝
矢
留
小
学
校

【
中
学
生
の
部
特
選
】
▽
柳
川
市
長

賞
＝
金
縄
匠
哉
（
蒲
池
２
）
▽
公

益
財
団
法
人
北
原
白
秋
生
家
記
念

財
団
賞
＝
太
田
美
那
（
昭
代
２
）

【
同
入
選
】
森
田
姫
乃
都
（
三
橋
３
）

【
小
学
生
の
部
特
選
】
▽
柳
川
市
教

育
委
員
会
教
育
長
賞
＝
木
本
萌
梨

（
矢
留
６
）

【
同
入
選
】
松
本
美
咲
（
柳
河
４
）、

富
永
花
梨
（
城
内
４
）、
斉
藤
巧
真

（
昭
代
第
一
５
）、
髙
口
心
（
矢
ヶ

部
１
）、
棚
町
陽
仁
（
六
合
２
）

雲
龍
顕
彰
相
撲
大
会

豆
力
士
が
土
俵
で
熱
戦

　

11
月
３
日
、
雲
龍
の
郷
公
園
の

相
撲
ド
ー
ム
で
第
10
代
横
綱
雲
龍

顕
彰
記
念
第
25
回
少
年
相
撲
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
個
人
戦
と
団

体
戦
で
競
わ
れ
た
こ
の
大
会
に
は
、

市
内
外
35
の
小
学
校
か
ら
２
７
７

人
が
参
加
。
土
俵
の
上
で
熱
戦
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。
個
人
戦
の
終

了
後
に
は
、
大
関
琴
奨
菊
関
が
会

場
に
駆
け
つ
け
、
佐さ

ど

が

た

け

渡
ヶ
嶽
部
屋

の
２
人
の
力
士
と
共
に
、
大
会
に

参
加
し
た
児
童
に
稽
古
を
つ
け
ま

し
た
。
な
お
、
市
内
の
入
賞
者
と

チ
ー
ム
は
次
の
と
お
り
で
す
（
敬

称
略
）。

【
団
体
戦
】
２
位
＝
中
島
小
学
校
Ａ
、

３
位
＝
豊
原
小
学
校
Ａ

【
個
人
戦
】
５
年
の
部
２
位
＝
浦
田

康
士
朗
（
両
開
小
）

練
習
の
成
果
を
発
揮
し
た

市
小
学
校
陸
上
記
録
会

　

市
内
の
小
学
６
年
生
に
よ
る
小

学
校
陸
上
記
録
会
が
10
月
19
日
と

24
日
に
市
民
三
橋
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
１
位
の
結
果
は

次
の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
、
カ

ッ
コ
内
は
学
校
名
）。

【
北
東
ブ
ロ
ッ
ク
】
▽
１
０
０
ｍ

総
合
女
子
学
校
賞
＝
城
内
▽
同
男

子
学
校
賞
＝
城
内
▽
１
０
０
ｍ
女

子
＝
山
下
愛
未
（
城
内
）
▽
同
男

子
＝
金
子
瑞
希
（
東
宮
永
）
▽
60

ｍ
ハ
ー
ド
ル
女
子
＝
池
田
奈
々
（
矢

ヶ
部
）
▽
同
男
子
＝
野
田
侑
宗
（
二

ッ
河
）
▽
８
０
０
ｍ
女
子
＝
高
橋

由
乃
（
垂
見
）
▽
同
男
子
＝
吉
田

和
真
（
同
）
▽
２
０
０
ｍ
女
子
＝

松
永
星
佳
（
東
宮
永
）
▽
同
男
子
＝

金
子
瑞
希
（
同
）
▽
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
投
げ
女
子
＝
河
口
葵
咲
（
垂
見
）

▽
同
男
子
＝
岡
裕
太
郎
（
藤
吉
）

▽
走
り
幅
跳
び
女
子
＝
山
下
愛
未

（
城
内
）
▽
同
男
子
＝
下
川
草
太
（
藤

吉
）
▽
走
り
高
跳
び
女
子
＝
萩
元

日
和
（
垂
見
）
▽
同
男
子
＝
古
賀

海
音
（
同
）
▽
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー

女
子
＝
城
内
▽
同
男
子
＝
東
宮
永

【
南
西
ブ
ロ
ッ
ク
】
▽
１
０
０
ｍ

総
合
女
子
学
校
賞
＝
皿
垣
▽
同
男

子
学
校
賞
＝
大
和
▽
１
０
０
ｍ
女

子
＝
高
口
紫
帆
（
中
島
）
▽
同
男

子
＝
古
賀
泰
貴
（
昭
代
第
一
）
▽

60
ｍ
ハ
ー
ド
ル
女
子
＝
高
口
紫

帆
（
中
島
）
▽
同
男
子
＝
古
賀
泰

貴
（
昭
代
第
一
）
▽
８
０
０
ｍ
女

子
＝
清
松
紗
衣
（
中
島
）
▽
同
男

子
＝
高
田
悠
（
昭
代
第
一
）
▽
２

０
０
ｍ
女
子
＝
福
浦
里
音
（
豊
原
）

▽
同
男
子
＝
江
上
暖
人
（
昭
代
第

一
）
▽
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投

げ
女
子
＝
小
栁
璃
沙
（
中

島
）
▽
同
男
子
＝
西
田
祐

人
（
同
）
▽
走
り
幅
跳

び
女
子
＝
富
安
彩
七
（
豊

原
）
▽
同
男
子
＝
原
田
雄

真
（
中
島
）
▽
走
り
高
跳

び
女
子
＝
森
山
佑
陽
（
矢

留
）
▽
同
男
子
＝
江
㟢
龍

盛
（
矢
留
）
▽
４
０
０
ｍ

リ
レ
ー
女
子
＝
中
島
▽
同
男
子
＝

昭
代
第
一

市
長
杯
弓
道
大
会

伝
習
館
高
が
団
体
準
Ｖ

　

第
26
回
柳
川
市
長
杯
白
秋
祭
弓

道
大
会
が
10
月
28
日
、
市
民
弓
道

場
で
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
大
会
に

は
佐
賀
や
熊
本
、
大
分
な
ど
か
ら

高
校
、
一
般
90
チ
ー
ム
、
２
９
３

人
が
参
加
。
団
体
戦
は
１
チ
ー
ム

３
人
で
、
１
人
８
回
矢
を
放
ち
、

的
中
し
た
矢
の
本
数
の
合
計
で
競

い
ま
す
。
こ
の
と
き
の
個
人
の
成

績
が
、
個
人
戦
の
順
位
に
つ
な
が

る
た
め
、
選
手
た
ち
は
真
剣
な
表

情
で
矢
を
放
っ
て
い
ま
し
た
。
市

内
か
ら
入
賞
し
た
団
体
と
個
人
は

次
の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）。

【
団
体
高
校
の
部
】
準
優
勝
＝
伝
習

館
Ａ
（
大
塚
遼
太
、
園
田
俊
介
、

坂
本
映
悟
）【
個
人
高
校
男
子
の
部
】

優
勝
＝
大
塚
遼
太
（
伝
習
館
Ａ
）、

３
位
＝
矢
野
尾
左
山
（
同
Ｄ
）

成
績
・
表
彰
コ
ー
ナ
ー

広報やながわ 2012.11.15 12広報やながわ 2012.11.1513

地賞に入った佐田輝喜さん

福岡県知事賞に輝いた
柳城中2年の亀㟢さん

狙いを定めて矢を射る選手

声援を受けて走るリレーの選手

土俵際で粘る豆力士

ポスターの部で一席に
なった作品【右上】小宮
悠生（有明1）【上】山口
航（矢ヶ部4）【右】古賀
くるみ（東宮永6）


